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東白川村第5次総合計画概要版



ごあいさつ
　東白川村は合併も分村も経験せず、今年で１２６周年を迎えます。
　これまで、幾多の試練を乗り越えて今の東白川村があるのは先人の皆様
のたゆまぬご努力の結果であると心から敬意を表すものであります。
　培われてきた美しい山々と農地、白川の流れを次世代に引き継いでゆく
こととここに住む人々が生き生きと暮らし、ここに住んでよかったと心か
ら思える村を築いていくことこそが今を生きる私たちの使命だと考えてい
ます。
　さて、時代は本格的な地方分権の時代を迎え、基礎的自治体である市町
村の役割は益々重要になってきております。そして、日本が嘗て経験のしたことがない人口減少社会
の到来が目前となってきております。
　このような社会現象を打破するため国においては「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を定め、東
京一極集中を是正し人口の流れを東京から地方へ誘導するとともに若い世代の就労・結婚・子育ての
支援を積極的に行うこと、そして地域の特性に即して地域課題を解決することとしております。
　この戦略の基になっています「まち・ひと・しごと創生法」は２６年１２月に成立したもので、今
回、第五次総合計画策定中には議論されていないところではありますが、この総合戦略が求めるとこ
ろも充分網羅されている計画であると自負しております。
　村民と行政の協働・地域と地域の連携による村づくりを基本方針として掲げ、計画の作成過程にお
いても、前年度までに検討されてきた「美しい村東白川村将来ビジョン」を参考とするとともに村民
満足度・重要度調査、公聴会・パブリックコメント・六会場で行った集落座談会での意見収集などの
活動を経て作成したものであり、行政と住民の協働の成果と評価したいと思っています。
　村の将来像として掲げた「豊かな自然と、美しい景観に包まれて、人がかがやく、地域力のあるむ
ら、ひがししらかわ」を実現するために、たゆまぬ努力を続けてまいります。
　結びに、計画の策定にあたりまして、貴重なご意見、ご提言をいただきました多くの村民の皆様、
公聴会委員の皆様、及び村議会議員の皆様に心より御礼を申し上げますとともに、この計画に対する
村民の皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。

東白川村長　今　井　俊　郎
平成２７年３月
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豊かな自然と
美しい景観に包まれて
人がかがやく
地域力のあるむら
ひがししらかわ

＊地域力=地域の絆や支え合う力によって、身近な問題を解決できる力を「地域力」と表現しています。

小さいながらも、人がいきいきとかがやいて活躍してこそ、
わたしたちのむらに、地域力が生まれます。

●将来像を設定した背景
　わたしたちがめざす「むら」の将来像は、豊かな自然や山・川の恵み、農用地など

優れた地域資源を活かし、独創性のある産業が発展しており、若者が元気に仕事を

し、子どもたちは自然の中で元気に遊び、高齢者は健康で生きがいをもって安心して

暮らし、美しく快適な地域でスポーツ・文化芸術活動などが活発に行われている、誰

もが心豊かに生活できる活力にあふれたゆとりと潤いのあるむらです。

　そして、村民自らが力をあわせて、産業をはじめ、保健・医療・福祉、教育・文

化、生活環境など、あらゆる分野で主体的にむらを創り上げることに参加しており、

住む地域に誇りと愛着を感じて、小さいながらも、誰もがいきいきとひかりかがやい

て活躍しているむらです。

む ら の 将 来 像
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わたしたちがめざす、むらの将来像を実現するため、主要課題を踏まえて、「産業活力」、「生
活環境」、「保健福祉」、「教育文化」の４つの分野の基本目標を定めました。

豊かな自然と美しい景観に包まれて
人がかがやく地域力のあるむら
ひがししらかわ

むらの
将来像

むらづくりの４分野の基本目標

むらづくりのすすめ方

村民と行政の役割分担の概念

【保健福祉】

自助：自分でできることは自分でやること
共助：近隣の住民が助け合ってできることは互いに助け合うこと
公助：自助、共助でできないところは行政が行うこと

村民と行政の協働、地域と地域の連携によるむらづくり

【地域社会】

自助 共助
行政地域

個人

公助

「自助・共助・公助」とは・・・

お互いに助け
合い安心して
暮らせる
「やさしさ」
のあるむらづ
くり

【生活環境】
安全で快適な
暮らしが実感
できる
「すみよさ」
のあるむらづ
くり

【産業活力】
産業活動が活
発な、
「にぎわい」
のあるむらづ
くり

【教育文化】
心の豊かさが
実感できる
「ほ こ り」
のあるむらづ
くり

連携・協力
目標の共有

支え合い

政　策　大　綱
 政　策　の　体　系 
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推移・将来推計・人口戦略目標値

人　　　口

・東白川村の人口は、昭和２２年をピーク（５,１６５人）に、戦後の経済成長による都市への人口流出
　が始まってから、年平均４０人程度の減少を続けています。また、昭和３０年代から平成初期までは、
　社会動態（転出と転入の差）による減少が主体でしたが、平成１０年代になると、社会動態の減少は半
　減する反面、自然動態（死亡と出生の差）で減少してきており、近年の少子高齢化など、社会の情勢を
　背景に減少構造も変化してきています。

・国立社会保障・人口問題研究所が公表している人口推計などを参考に、東白川村の人口を推計しますと、
　おおよそ１０年後の平成３７年には、２,０００人を下回ると予測されます。

・人口問題研究所の資料によりますと全国の人口も今後は減少し、その減少を上回る比率で岐阜県の人口
　も減少すると推計されています。このような背景の中で本村の人口を増やすことは非常に困難な課題と
　言えますが、村の活性化のために人口推計を上回る人口戦略目標値を設定します。

東白川村の人口の推移・将来推計・人口戦略目標値
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・高齢化により、個人では、農業経営や農
　地の保全が難しくなった方が増えていま
　す。その対策として共同での農業経営形
　態である集落営農を促進します。

産業活動が活発な「にぎわい」のあるむらづくり
●集落営農支援事業（農業振興）

・めぐみの農協が運営しているライスセンターの施設及び機械整備が老朽化し
　更新の時期を迎えているため、水田営農体制の維持を支援します。

●ライスセンター施設整備事業（農業振興）

・新規就農者への就農を積極的に支援することにより、
　農業の担い手の育成に努めます。

●新規就農者の支援事業（農業振興）

・農地・水保全管理支払交付金の後継事業である多面的機能支払交付金への取
　り組みを積極的に行い、農地の保全に努めます。

●多面的機能支払交付金（農業振興）

・近年、被害が拡大しているイノシシ、鹿、サル等の被害から、大切な農作物
　を守るため、集落単位での侵入防止ネット等の設置を支援します。また、猟
　友会の狩猟登録料の一部を補助し、鳥獣害対策を推進します。

●鳥獣被害防止事業（農業振興）

・県営中山間事業（東白川単独型）を取り入れ、平成２６年度から５年間の計
　画で実施し、農道、水路や茶園の再編整備を行います。

●県営中山間事業（農業基盤）
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・美しい村づくり事業の一環として、一定
　の区域を指定し、茶園等の景観を保全し
　ます。

産業活動が活発な「にぎわい」のあるむらづくり
●日本で最も美しい村推進事業（農業基盤）

・間伐材の利用促進と山林の美化や、災害に強い山を整備するため、間伐材の
　全量搬出を目指します。また、間伐材を利用したマキ等の林産物の生産を支
　援します。

●間伐材の利用促進事業（林業振興）

・地元産品の都市販売施設への輸送体制の研究に取り組み、販売促進を支援し
　ます。

●地元産品輸送体制強化事業（商工振興）

・都市での地元産品の窓口となるアンテナショップを設置し、特産品販売につ
　いてのマーケティングを研究します。

●アンテナショップの設置（商工振興）

・村人会会員など村外の皆さんに、特典を付与した
　メンバーズカードを配布し、村内消費の拡大を図
　るとともに、ふるさととの繋がりを強めます。

●メンバーズカード推進事業（商工振興）

・ふるさと納税をビジネスと位置づけ、特典の還元率を拡大するとともに、米
　などの農産物の販売に繋げます。

●ふるさと思いやり寄付金推進事業（商工振興）

Tsuch
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ura M
ember’

s Card

Gifu 
Higa
shish
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wa

000
00

東白川
村は「

日本で
最も美
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」連合

に加盟
してい

ます。
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・村民の誰でもが、行政に対し簡単に意見を伝えることができるしくみとして
　の委員会を設置し、村民一人ひとりのむらづくりへの参加を促進します。ま
　た、がんばる地域を応援するため、がんばる地域提案事業を始めます。

●美しい村づくり委員会推進事業（むらづくり）

・職員に担当集落を割り当て、集会等へアドバイザー的立場で参加し、集落の
　活性化、“元気な地域づくり” を応援します。

●集落担当職員の設置事業（地域社会）

・自主防災会は、初期消火や自主避難誘導等の活動に大きな力になりますので、
　活動助成や各種資機材の整備を行います。

●自主防災会強化事業（消防防災）

・地域の世話役さん、各種団体の相談員さんなどと連携
　し、官民協働による結婚推進プロジェクトの活動を行
　います。

●結婚奨励活動推進事業（地域社会）

・空き家バンクの登録を推進し、Ｉ・Ｕターン者の定
　住促進を図ります。

●空き家対策事業（定住促進）

・有線電話の廃止など真に必要な規模への絞り込みを行い、施設を再構築します。

●有線電話機能再編事業（地域情報化）

安全で快適な暮らしが実感できる「すみよさ」のあるむらづくり
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・リニア中央新幹線中津川駅整備に伴う濃飛横断自動車道（高規格幹線自動車
　道：八幡-下呂-加子母（東白川）-中津川市)の整備促進要望活動を積極的に
　行います。

●濃飛横断自動車道整備促進事業（国県道）

・安心安全なむらづくりの一環として、治山事業等にかかわる流路工、施設整
　備を積極的に推進します。

●県単集落環境保全整備事業（治山治水）

・大明神水源系および曲坂水源系の水道施設の更新計画及び長期維持管理計画
　を策定し、水道機器の更新を計画的に実施します。

●水道機器更新（簡易水道）

・合併浄化槽の未普及世帯への設置推進および単独浄化槽から合併浄化槽への
　切り替えに対する奨励補助金を充実させ、生活の快適化と水質浄化に努めま
　す。

●合併浄化槽推進事業（下水処理）

・資源ごみ（食品用のカン、ビン、ペットボトル、トレイ、プラスチック、牛
　乳パック）を常時出すことができる資源ごみ回収ステーションを神土、越原、
　五加の地区ごとに設置し、家庭内にごみが溜まることがないようにします。

●資源ごみ回収ステーション建設事業（環境対策）

・Ｉ・Ｕターン者の定住促進を図るため、
　定住促進住宅や集合型村営住宅の建設
　を促進します。

●定住促進住宅建設事業（定住人口）

安全で快適な暮らしが実感できる「すみよさ」のあるむらづくり
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お互いに助け合い安心して暮らせる「やさしさ」のあるむらづくり

・高齢者がいきがいを持ち、健康寿命を長く保つた
　めの環境づくりとして、交流サロン施設を整備し
　て、認知症や介護状態にならないように健康寿命
　の延伸を目指します。

●高齢者交流サロン推進事業（高齢者福祉）

・不妊・不育治療を受けられる夫婦の経済的負担の軽減と併せて定住促進を図
　ることを目的に治療費に対し助成します。（H26～）

●不妊・不育治療費助成事業（母子保健）

・現在、村のプロジェクトチームで、将来理想とする老人保健施設の整備につ
　いて、診療所の移転を含め検討しています。（H26～）

●老人保健施設整備プロジェクト活動事業（医療確保）

・生まれてから、高校卒業までを一貫して支援できる体制を担当する部署を設
　置します。

●子ども・子育て支援窓口一本化事業（子育て支援）

・子どもや保護者に対して新しい支援制度
　（病児、病後児保育等）を開始し子育て
　をめぐる課題の解決を目指します。

●病児・病後児保育事業（子育て支援）
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・子どもが豊かで快適な学校生活が送れるよう
　に、安全・安心な学校施設の整備と維持修繕
　に努めます。子どもの学力・体力向上に繋が
　る教材備品の導入や情報活用能力を高める教
　育環境の整備を行います。

●小中学校施設環境整備事業（学校教育）

・はなのき会館の改修にあたっては、
　施設利用者である文化協会、歌舞伎
　保存会、コンサート関係者等の方達
　による「はなのき会館改修検討委員
　会」を設立し、利用者の意向を組み
　入れながら、必要な改修計画を樹立
　します。

●はなのき会館大規模改修事業（文化芸術）

・全国レベルの指導者による文化教室や講演会、著名な作品等の展示会など、
　香り高い文化の村づくりを進めます。

●香り高い文化にふれる機会の創出事業（文化芸術）

・全国レベルの指導者のサマーキャンプ、高校生の合宿による中学生とのス
　ポーツ交流等を行い、技術の向上と高い目標の設定を支援します。

●トップアスリートとのスポーツ交流事業（生涯スポーツ）

心の豊かさが実感できる「ほこり」のあるむらづくり



東白川村第5次総合計画

■発行日／平成27年３月
■発　行／岐阜県東白川村

三、語りつがれた  碑（いしぶみ）に

　　遠い歴史の  かげしのぶ

　　みんなで築く  ふる里の

　　あしたに残そう  足のあと

　　ハナノキのびる  ああ  東白川

二、若い力が  土の香（か）に

　　もえて希望の  糧（かて）となる

　　汗のしみこむ  ふる里に

　　今日のしあわせ  ありがとう

　　茶の花かおる  ああ  東白川

一、山の緑に　つつまれて

　　みつばつつじが　目にしみる

　　瀬音やさしい　ふる里に

　　遠いあの日の　子守唄

　　若鮎（あゆ）おどる　ああ　東白川

み ど り の 里（東白川村民の歌）

〒509-1392 岐阜県加茂郡東白川村神土548番地
TEL0574-78-3111㈹　FAX0574-78-3099
http://www.vill.higashishirakawa.gifu.jp

作詞：大坪久美
作曲：藤掛廣幸

概要版


